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図 1 国内 4都市域河川における SVOCsの検出割合（AIQS-GC-MS） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 国内 4都市域河川における SVOCs濃度(AIQS-GC-MS)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3 国内 4都市域河川中 SVOCsのスクリーニング分析値と詳細分析値との比較例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 東京都内河川中 SVOCs濃度の例 (AIQS-GC-MS) 

4都市域（東京都、名古屋市、大阪市、兵庫
県）の河川において、樹脂添加剤（リン酸エス

テル系難燃剤、フタル酸エステル系可塑剤）、

医薬品・化粧品・食品添加剤等の生活由来物

質（PPCPs）が全体的に高頻度で検出された。 
 
AIQS-GC-MS：全自動同定･定量 DB システム
（Automated Identification and Quantification 
Database）を用いた GC-MS スクリーニング分析 
（DBには、沸点(138～550℃)、LogPow(－0.65～
15)と幅広い物性の約 920物質が登録されている。） 
 
SVOCs：：半揮発性有機化合物（Semi-Volatile 
Organic. Compounds） 
TCPP：リン酸トリス（2-クロロイソプロピル） 
TCEP：リン酸トリス（2-クロロエチル） 
TBP：リン酸トリブチル 
TBEP：リン酸トリス（2-ブトキシエチル） 

4都市域の河川において、
多くの物質が数十～数千 
ng/L程度の濃度範囲で 
検出された。 

予測無影響濃度（PNEC）またはその
1/10の濃度を超過する濃度レベル
で、河川中に存在する可能性がある

物質（Phenol, Dibutyl phthalate, 
Bis(2-ethylhexyl)phthalate, 2-
(Methylthio)-benzothiazole, 
2(3H)-Benzothiazolone, Caffeine, 
Galaxolide(HHCB)等）を確認した。 
今後、詳細分析による継続調査が望

まれる。 

スクリーニング分析での検出レベルが、比較

的高濃度（DEETやリン酸エステル系難燃剤
の一部）の物質は、 詳細分析値とほぼ同等
となった。一方で、比較的低濃度（数十 ng/L
以下）または現状の条件ではやや GC-MS
分析が困難となる高極性物質等は、詳細分

析との差異が大きい傾向が見られた。 
また、データ偏りのある物質（TCEP等）は、
AIQS-GC-MSの既存検量線を見直すことで
定量精度が向上すると考えられた。 

(29地点（東京都, 名古屋市, 大阪市, 兵庫県）2020年寒候期・暖候期) 

(29地点（東京都, 名古屋市, 大阪市, 兵庫県）2020年寒候期・暖候期) 

(29地点（東京都, 名古屋市, 大阪市, 兵庫県）2020年寒候期・暖候期) 

(16地点（東京都） 2020年寒候期・暖候期) 
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小笠原諸島父島の河川水中微量元素について

山﨑正夫・宮沢佳隆・釜谷光保

【要 約】

世界自然遺産に登録されている小笠原諸島の父島を流れる八ツ瀬川水系の微量元素濃度の実態について、

～ 年に多元素同時分析が可能な誘導結合プラズマ－質量分析計（ ）を用いて調査した。前処理

法の検討なども加えつつ、ほぼ年１回の分析調査により３～６年分の情報が得られたので報告する。

【目 的】

小笠原諸島は首都圏から南に約 ㎞の距離にあり、 年に「世界自然遺産」に登録された。父島は面

積第 位の島で、その代表的河川の八ツ瀬川水系で ～ 年にわたり多種の微量元素類を分析した。これ

まで類似の報告例はほとんど見られず、父島の環境実態を示す貴重な資料として記録することを目的とした。

【方 法】

水試料は八ツ瀬川の上流地点（時雨橋、図１参照）で採取した。試料は、孔径 μ のメンブランろ紙で

ろ過して懸濁物を除去した。ろ過水 当たり２ の割合で超高純度硝酸を加えた試料の一定量（ ～ ）

をふっ素樹脂製のビーカーに分取し、キレート処理を妨害する可能性のある腐植質を分解するため、過酸化水

素水 を加え、ホットプレート上で加熱濃縮した。放冷後、希硝酸で定容し、上澄水について 社製

（後半は同 ）型で測定した。検量線溶液は ～ μ の範囲とし、個々の試料及び元素

ごとに適切な濃度範囲の検量線を作成し定量した。検量線最高濃度を超過した元素は、試料を水で適宜希釈し

て測定するか、又は希釈せず測定し外挿法で定量した。一方、低濃度元素に関しては、上記加熱処理の後、ノ

ビアス－キレート １（日立ハイテクサイエンス社製）を用いて濃縮・精製し、キレート処理の有無による測

定値の差異を比較した。キレート処理の詳細は既報 を参照されたい。

【結果と考察】

（ ）表１に、キレート処理を行わない手順で得た分析結果を示す。なお、最初の３年間では 元素を、

年以降は 元素を対象とした。 年を除く毎年 回得られた結果からは、表１に示したとおり変動が大き

いことがわかる。これは、①離島の特性として、河川水質は採取日前の降水量や風の強弱による海塩の影響に

より大きく変動すること、及び②一般的に低濃度試料の計測時の誤差は拡大することが主な原因と推測される。

表 には本調査地点（時雨橋）近傍の 地点（図 ）における 年の文献値 も示した。一定の増減

傾向は明確ではないが、最近の濃度変動は過去の地点間差異と概ね同レベルと判断される。

分析精度を確認するため、 年採取の試料について、キレート処理が「有」と「無」の 条件でそれ

ぞれ 回繰り返し測定した。処理対象とした 元素の 割以上で分析値はほぼ一致した（表 に希土類の結果

を示す）。キレート処理の採用により 調整や樹脂精製のための作業時間や、試料操作時の損失や汚染の恐れ

が増加する反面、塩分などを除去できること、 倍から数 倍程度の濃縮も容易で の測定精度の増加

も期待できることなどから、とりわけ低濃度元素に対しては有力な前処理法と評価できるであろう。

【謝辞】

試料採取には西野貴裕氏、加藤みか氏、石井祐一氏（各主任研究員）らの協力を得た。ここに深謝します。

【引用文献】

１）山﨑正夫、東野和雄：東京都環境科学研究所年報 、

２）内多美穂子、山﨑正夫：東京都環境科学研究所年報 、

３）谷崎良之、永塚澄子：日本化学会誌、 、（ ）、

東京都環境科学研究所年報 2023

－ 6 3 －



 

東京都環境科学研究所年報

表１ ～ 年における父島八ツ瀬川の微量元素類測定結果

採取年

月日 平均 長谷川 常世ノ滝 八ツ瀬橋

元元素素 元素名 族 μ μ μ μ μ μ μ 元元素素 μ μ μ

ﾘﾁｳﾑ ｱﾙｶﾘ金属
ｶﾘｳﾑ
ﾙﾋﾞｼﾞｳﾑ
ｾｼｳﾑ
ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ ｱﾙｶﾘ土類金属
ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ
ﾊﾞﾘｳﾑ
ｽｶﾝｼﾞｳﾑ 希土類
ｲｯﾄﾘｳﾑ
ﾗﾝﾀﾝ ランタノイド
ｾﾘｳﾑ
ﾌﾟﾗｾｵｼﾞﾑ
ﾈｵｼﾞﾑ
ｻﾏﾘｳﾑ
ﾕｰﾛﾋﾟｳﾑ
ｶﾞﾄﾞﾘﾆｳﾑ
ﾃﾙﾋﾞｳﾑ
ｼﾞｽﾌﾟﾛｼｳﾑ
ﾎﾙﾐｳﾑ
ｴﾙﾋﾞｳﾑ
ﾂﾘｳﾑ
ｲｯﾃﾙﾋﾞｳﾑ
ﾙﾃﾁｳﾑ
ｳﾗﾝ アクチノイド
ﾁﾀﾝ チタン族
ｼﾞﾙｺﾆｳﾑ
ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ 土酸金属
ｸﾛﾑ ｸﾛﾑ族
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ
ﾏﾝｶﾞﾝ マンガン族
ｺﾊﾞﾙﾄ 鉄族
ﾆｯｹﾙ
銅 銅族
銀
亜鉛 族
ｶﾄﾞﾐｳﾑ
ｶﾞﾘｳﾑ ｱﾙﾐﾆｳﾑ族
ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ 炭素族
鉛
ひ素 窒素族
ｱﾝﾁﾓﾝ
　注 ）原水→ろ過→硝酸・過酸化水素添加→加熱濃縮→キレート処理→ 測定 ）文献値は、放射化分析法による値

　注 ）原水→ろ過→硝酸・過酸化水素添加→加熱濃縮→ 測定

欠 文献値 （ 年採取）

表２ キレート処理の有無による測定値の差異

元素 族 族名
(A1)
濃度
μg/L

(A2)
濃度
μg/L

(A3)
濃度
μg/L

（試料A）
平平均均値値
μg/L

変動
係数

%

(B1)
濃度
μg/L

(B2)
濃度
μg/L

(B3)
濃度
μg/L

（試料B）
平平均均値値
μg/L

変動
係数

%

平均濃度
の比（B/A）

Sc 3 希土類 0.52 0.64 0.67 00..6611 13 1.1 0.77 0.84 00..9900 18 1.5

Y 3 0.23 0.26 0.24 00..2244 6 0.29 0.28 0.27 00..2288 3 1.2

La 3 ﾗﾝﾀﾉｲﾄﾞ 0.053 0.060 0.057 00..005577 6 0.056 0.063 0.061 00..006600 6 1.1

Ce 3 0.093 0.10 0.11 00..1100 7 0.11 0.11 0.11 00..1111 1 1.1

Pr 3 0.018 0.020 0.019 00..001199 7 0.020 0.021 0.021 00..002211 5 1.1

Nd 3 0.082 0.088 0.086 00..008855 4 0.086 0.080 0.080 00..008822 4 1.0

Sm 3 0.023 0.028 0.026 00..002266 10 0.027 0.027 0.029 00..002288 4 1.1

Eu 3 0.007 0.010 0.008 00..000088 19 0.008 0.008 0.010 00..000099 15 1.1

Gd 3 0.033 0.039 0.036 00..003366 8 0.037 0.034 0.042 00..003388 11 1.0

Tb 3 0.006 0.008 0.006 00..000077 18 0.007 0.008 0.010 00..000088 19 1.2

Dy 3 0.038 0.046 0.042 00..004422 9 0.044 0.043 0.045 00..004444 2 1.1

Ho 3 0.010 0.011 0.010 00..001100 9 0.011 0.011 0.014 00..001122 13 1.2

Er 3 0.028 0.031 0.031 00..003300 6 0.030 0.033 0.035 00..003333 7 1.1

Tm 3 0.005 0.007 0.005 00..000066 20 0.007 0.007 0.008 00..000088 6 1.3

Yb 3 0.033 0.040 0.036 00..003377 10 0.042 0.042 0.037 00..004400 6 1.1

Lu 3 0.006 0.008 0.006 00..000077 17 0.008 0.008 0.011 00..000099 19 1.3

U 3 ｱｸﾁﾉｲﾄﾞ 0.018 0.020 0.024 00..002211 15 0.019 0.022 0.024 00..002222 13 1.0

試料-A 
注1）

(繰返し回数：3) キキレレーートト有有 試料-B 
注２）

(繰返し回数：3) キキレレーートト無無

図 採水地点概略（本研究（時雨橋）及び文献の 地点）注） 地点のうち八ツ瀬橋は感潮域である。 
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